
件 件 件 件 件 棟 世帯 人 人 千円 ㎡ ａ 台

年 月 総 数
(認知件数) 検 挙 件 数

凶 悪 犯 粗 暴 犯 窃 盗 犯 知 能 犯 風 俗 犯 そ の 他
平 成 11 年 11,376 91 218 10,426 279 91 271 5,373

12 12,804 60 253 11,512 215 115 649 3,647
13 16,805 60 351 14,276 625 131 1,362 3,939
14 16,666 54 409 13,679 387 131 2,006 8,296
15 17,770 76 486 14,054 641 140 2,373 6,667

平成15年10月 1,657 6 38 1,344 50 5 214 1,005
11 1,615 4 58 1,263 59 7 224 673
12 1,853 7 56 1,390 139 9 252 571

平成16年１月 1,195 3 31 920 64 11 166 289
２ 927 3 23 706 41 14 140 321
３ 1,183 8 30 908 59 5 173 321
４ 1,301 3 37 1,046 42 16 157 441
５ 1,327 7 55 1,028 42 23 172 370
６ 1,445 2 46 1,094 42 17 244 949
７ 1,193 5 40 881 56 13 198 467
８ 1,325 2 44 948 69 10 252 523
９ 1,258 2 46 929 89 15 177 724
10 1,221 6 50 916 68 17 164 957

資 料 出 所 石川県警察本部

年 月
出 火 件 数

焼損棟数 り災世帯 死 者 負傷者 損 害 額
焼 損 面 積 焼損車両

台 数総 数 建 物 林 野 車 両 その他 建 物 林 野

平 成 11 年 379 226 24 69 60 296 207 17 52 871,237 15,642 470 73
12 424 217 33 68 106 282 165 18 51 898,751 11,791 643 71
13 414 228 57 48 81 301 184 20 45 1,669,307 20,177 8,420 65
14 418 246 34 56 82 316 225 14 61 1,126,991 16,196 433 56
15 356 197 34 55 70 267 183 21 45 860,134 10,737 553 55

平成15年10月 26 15 1 4 6 23 15 2 5 38,277 618 14 4
11 23 17 － 5 1 24 13 4 2 78,452 955 － 5
12 26 19 － 5 2 18 10 3 6 34,614 506 1 5

平成16年１月 28 23 － 2 3 41 29 3 8 184,601 3,150 － 2
２ 25 18 － 2 5 18 16 － 2 40,281 352 － 2
３ 41 20 6 2 13 28 24 － 5 142,635 1,741 93 2
４ 49 26 7 4 12 36 19 3 3 72,855 1,396 164 4
５ 26 21 2 － 3 30 17 － 5 59,105 860 7 －
６ 23 13 1 3 6 19 16 1 4 24,323 325 8 3
７ 30 17 － 7 6 18 10 － 1 19,062 222 － 7
８ 39 15 4 5 15 22 10 － 4 61,242 1,474 37 5
９ 20 14 － 3 3 15 12 － 5 27,653 228 － 3
10 25 21 － 4 － 29 14 2 2 82,196 1,808 － 4

資 料 出 所 消防防災課
注� ｢焼損棟数｣―全焼・半焼・部分焼含む｡ ｢り災世帯｣―全損・半損・小損含む｡ ｢損害額｣―建物・林野・車両・その他含む｡
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Ⅳ 統 計 � 辞 典
｢ニート [NEET]｣ について

学校にも行かず (Not in Education)､ 働いてもいないし (Employment)､ 職業訓練にも参加していない
(Training) 若者を意味する言葉の略語｡ 1990年代イギリスで生まれた言葉ですが､ 近年の日本においてもその
存在が注目されています｡
厚生労働省が９月に発表した2004年版 『労働経済の分析』 (労働経済白書) において､ ニートに相当する人

の数を初めて集計した結果､ 2003年では52万人に達していることが分かりました｡ ニートには､ いわゆる ｢ひ
きこもり｣ も含まれ､ 学校に在籍しながら通学していない場合もあるため､ 実際にはもっと多いとの指摘もあ
ります｡
ニートの増加は若年労働力の減少､ つまり経済成長率を下げる要因になります｡ また､ 本来なら社会保険料
を払うはずの若者が､ 逆に生活保護を受ける立場になりかねず､ 財政の悪化も懸念されます｡ さらに､ 薬物や
犯罪に手を染めるなど社会問題の当事者となる可能性が高いことも問題視されており､ 国や民間あげての抜本
的対策が求められます｡




